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社会学科

三井さよ 教授

三井ゼミでは、福祉や障害、医療など幅広い分野を学ぶとと
もに、通常できない体験もできます。なかでも車椅子や白
杖の体験ができたのは貴重でした。普段歩いているときに
は気にならない段差や道のでこぼこなどが車椅子には不安
定なこと、白杖では点字ブロックの大切さに気付き、体の不
自由な方の意見を聞いたり、その方たちの視点で考えたり

することの大切さを体感しました。私の研究テーマは障害
者と健常者との壁についてです。なかでも心理的な壁、特
に障害者に対する偏見をなくすためにどのようにすればよ
いのか考え、障害があることで不利になってしまう社会を解
決したい。そして障害の有無にかかわらず平等に生きてい
けるような社会を創っていきたいと考えています。

車いすや白 杖 体 験で障 害がある人 の 社 会 課 題を体 感しました
学 生 の 声
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出会って、かかわって、そこから自分自身と社会を知る
――現場に臨む臨床社会学

　私は社会学の立場からケアや支援をテーマとしてきました。この18年ほどは、
多摩地域で暮らす知的障害者の地域生活支援活動にかかわっています。
　社会学についての定義はたくさんありますが、私はシンプルに「社会問題につい
て考える学」だと思っています。なかでも臨床社会学は、社会問題の解決や事態の
改善に取り組む人たちとともに現場に立ち、現場から考える学問です。そして私が
採用しているのは、「参与観察」といって、実際に支援に携わりながら、いろんな人
と出会って話を聴くという社会調査手法です。私は参与観察を用いながら、臨床
社会学の立場で、多摩地域の支援現場に通いながら、現場で起きていることにつ
いて言葉にしようとしてきました。
　たとえば、知的障害の人への支援というと、障害が重度な方が大変で、軽度な方
が簡単だと思われがちです。一般の学生は、障害について具体的なイメージがほと
んどないので、「重度」と聞けばなんとなく大変そう、「軽度」なら楽だろうと思う
のでしょう。けれども、実際の現場を少しでも知っていれば、そんな単純な話では
ないのがよくわかります。
　知的障害や発達障害の場合、コミュニケーション上で困難や問題が生じること
が多くあります。こちらの説明がわからなかったり、自分の思いを正確に表現でき
なかったり。でも、コミュニケーションは本来、双方向のものです。これらは「こちら
の説明が相手のわかるようなものになっていなかった」「こちらがその人の思いを
理解できなかった」と言い換えることもできます。
　そう考えると、重度なら大変で軽度なら楽という話になりません。軽度の人であ
れば、確かにこちらの説明がある程度わかったり、自分の思いも多少表現できたり
するかもしれません。ただ、こちらが「通じているはず」と思い込んでしまう可能性
も高くなります。そうなると、ズレや行き違いを把握するのが難しく、かえって困難
や問題が生じやすいときもあるでしょう。
　こうしたズレや行き違いを把握していくことが、支援にもつながるし、皆が生き
やすい社会を作ることにもつながると私は考えています。
　そのために重要なのは、まず出会うこと。そして実際にかかわってみて、相手を
少しでも知ること、そして自分が何を感じてしまうのか、どこで勘違いしてしまうの
かを体験すること。同時に、言葉にする作業を覚えることも大切で、そのためには
本を読んだり友人と議論したりすることも必要です。
　ゼミでは、まず実際に出会える機会をなるべく作っています。また同時に、講読
や自由研究をしながら、ディスカッションを重ねます。出会ったとき、考えたとき、そ
の思いを言葉にするのは学生だってなかなか大変です。それを皆でやり続けること
で、「わからない」他者とともにある方法について、一緒に考えていけたらと思って
います。
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日常生活の中にある「何気ないこと」「普段であればや
りすごしているもの」にあえて立ち止まり、その意味を探求
してみることで社会学的な発想や視点を培っていきます。

鈴木 智道 准教授
❶歴史社会学、教育社会学
❷＜日常生活＞の社会学

場所や風景の表象を手がかりとして、それらの文化的な
意味と、言葉や映像などによる表現のさまざまな可能性
を探ります。

濱中 春 教授
❶ドイツ文学、表象文化論
❷場所と風景の表象文化

「学び」そのもののあり方について研究します。社会教育、成
人教育をめぐる政策や社会運動についても考えていきます。

荒井 容子 教授
❶社会教育学
❷社会教育実践研究、社会教育法制度研究、成人教育・

社会教育運動研究、公民館研究、社会教育職員研究

「自己の経験を語る」「他者の語りを聴く」「他者の語
りを伝える」などの実践を通じて、他者を理解することの
可能性を探究していきます。

鈴木 智之 教授
❶社会学理論、文化社会学
❷物語言説の社会学的分析。特に自己と他者をめぐる
　語りとその社会的条件の研究 地域の付き合い・人間関係が希薄になっている現在、 

コミュニティの活性化について討論していきます。

樋口 明彦 教授
❶コミュニティ政策論
❷まちづくり、若者論

私たちが生きている社会のあり方が、どのように私たちの
ものの見方や考え方と関連しているか、データに基づい
て考えていきます。

池田 裕 准教授
❶計量社会学、社会意識論、福祉社会学
❷態度の社会学

数学とは高次元の思考や抽象的な事柄の理解とも言え
ます。社会活動で“強力な武器”となる数学を通し、論理
的思考法やコミュニケーション能力を高めます。

鈴木 麻美 教授
❶数学（函数論、関数方程式）
❷社会が必要とする「数学的思考力」を考える

ひとが多様に伸びやかに育っていける分け隔てのない
環境づくりを、日本・他国の事例をもとに探究します。

平塚 眞樹 教授
❶教育学、人間形成とりわけ若年移行期研究
❷子ども・若者が育つ環境づくりを考える

時代とともに変化していく「家族」について社会学的視
点から考察していきます。

菊澤 佐江子 教授
❶家族社会学
❷家族とライフコースに関する社会学的研究

格差問題や被災地支援、表現の自由などの大きなこと
から、公共の場でのマナーなど小さなことまで「公平さ」と
「公共性」という角度から考えます。

斎藤 友里子 教授
❶理論社会学・数理社会学・社会意識論
❷ただしさの社会学

文学と美術の関係を中心に、小説描写や造形芸術にみ
られる特徴が、いかなる時代背景や人々の想像力と結
びついているのかを考察しています。

髙橋 愛 教授
❶フランス文学
❷フランス自然主義文学と視覚芸術の関係

複雑化する国際社会が抱えるさまざまな問題をどのよう
に理解するのか。現代の武力紛争の背景と、平和を追
求する国際社会の動きを通して考えていきます。

二村 まどか 教授
❶国際関係論、国際安全保障
❷紛争研究、平和構築、移行期正義

具体的な社会問題を研究する過程を通して、社会を見る
「方法」を学びます。“Say it with data.”（データをもっ
て語ろう）をモットーに、実証的な研究を進めています。 

堀川 三郎 教授
❶環境社会学、都市社会学、日米比較社会論
❷歴史的環境保存、まちづくり、住民運動・
　公害被害地の追跡調査

文化・祝祭・メディア・まちづくりなどを手がかりとして、文
献とフィールドワークによる社会学的調査から地域社会
を研究します。

武田 俊輔 教授
❶文化社会学、都市社会学、地域社会学、メディア論
❷地域社会を文化・メディアの観点から考える

国家やナショナリズムについて、歴史をたどり、相互に
比較しながらグローバルな視点で考察していきます。

佐藤 成基 教授
❶比較ナショナリズム研究、歴史社会学、社会学理論
❷ナショナリズムと国民国家

英語・英文学について歴史的・文化的文脈に照らしつ
つ考察しています。

佐藤 修一 専任講師
❶英語学、英文学
❷英語史、中世からルネサンスにかけての英語・英文

学、ビート・ジェネレイションの作家・作品 環境問題や都市・地域に生起する複雑な諸問題を解明
し、解決に導くために、現場での実証と理論形成の双方
からアプローチします。

茅野 恒秀 教授
❶環境社会学、地域社会学、社会計画論
❷環境・地域・都市をめぐる社会問題の社会学

障害や病い、被災、被害などを、個人に属するものというよ
り、人と人とのあいだで起きる社会的な事柄として捉えかえ
し、必要な支援や援助、ケアについて考えていきます。

三井 さよ 教授
❶臨床社会学、ケア・支援論
❷医療・福祉をめぐる社会問題への相互行為論的アプローチ

自然環境が変遷してきた過程を解明し、環境の保全や
環境変動への適応について考えます。

澤柿 教伸 教授
❶自然地理学・第四紀学
❷自然環境変遷の解明と、その保全および適応

グローバル化のなか増大する国境を越える人の移動、在
留外国人と受入れ社会の関係などについて、さまざまな
視点から考えます。

鄭 康烈 専任講師
❶国際社会学、移民研究、エスニシティ論
❷人の国際移動、国際移民の社会統合

国際社会における諸問題を、アジアを中心に研究しま
す。アジアの人 や々社会について学び、より良い社会と
未来に向けて議論を進めていきましょう。

吉村 真子 教授
❶アジア研究、東南アジア地域研究
❷国際社会の諸問題
　（とくにアジアにおける社会・経済・政治・文化など）

学習者の心理的負担を減らす教育方略を質的に考察
し、国際語としての英語が学習者に与える心理的影響
を研究しています。

小林 ゆみ 准教授
❶教育心理学・英語教育学・心理カウンセリング
❷学習者心理の研究・リンガフランカとしての英語・質

的研究

先人の知恵に学び、工夫を凝らし、何かを作り、暮らす、
といった社会・文化の継承と創造にまつわる人 の々営み
を探究していきます。

土倉 英志 准教授
❶社会心理学、認知科学、質的心理学
❷創造性、経験による学習・創造による学習、コミュニティ

デザイン

FACULTY OF SOCIAL SCIENCES

歴史の理論的考察を行い、歴史学の手法を用いて現
代社会の諸問題を解決する方法を探るゼミです。

愼 蒼宇 教授
❶朝鮮近代史・植民地研究
❷歴史と現代社会

身近で起こる社会現象を、社会学の目で読み解いてい
きます。一人ひとりのテーマへのこだわりを大切に、現象
を掘り下げていきましょう。

徳安 彰 教授
❶社会システム論
❷社会現象を人間と社会システムの2つの視点から見る

将来、日本での就職や院進学に役立つ学びを共に作っ
ていきましょう。

安達 万里江 専任講師
❶日本語教育
❷書く・話すのパフォーマンス評価に関する研究


